
期　　日

会　　場

主　　管 　

競 技 会 会 長 中 野 典 之

競技会副会長 立 野 知 己 清 水 昭 宏

競 技 会 顧 問 宮 脇 保 博 菅 原 喜 久 雄 正 法 地 清 岡 村 豊 太 郎

松 岡 博 之 加 藤 速 美 神 代 博 志 横 山 博 司

競 技 委 員 長 　　　 中 野 典 之

競技副委員長 立 野 知 己 清 水 昭 宏 久 野 陽 一 郎 三 津 田 員 功

審 判 委 員 長 正 法 地 清

射場審判委員 ○ 岡 村 豊 太 郎 松 岡 博 之 加 藤 速 美 神 代 博 志

横 山 博 司 立 野 知 己

的前審判委員 ○ 村 本 頼 彦 田 中 英 一 大 内 司 福 住 正 道

髙 杉 嘉 治 末 廣 繁 夫

弓具審判委員 田 村 豊

運 行 委 員 長 久 野 陽 一 郎

進 行 委 員 ○ 立 野 誠 司 土 田 芳 行 野 村 勝 行 末 田 直 基

招 集 委 員 ○ 小 松 屋 良 範 原 田 晴 宣 杉 野 政 治 吉 本 哲 也

記 録 委 員 長 丸 橋 由 和

記 録 委 員 ○ 藤 井 喜 美 子 田 村 敦 子 河 野 聡 子 小 林 未 奈

放送・計時委員 ○ 細 川 幸 子 田 中 淳 子 安 永 里 江 吉 本 純 子

的 前 委 員 ○ 岡 本 美 幸 岡 本 芳 雄 秤 谷 孝 志 森 田 慶

藤 井 重 信 岸 野 俊 二 月 成 庄 造 安 永 昌 広

総 務 委 員 長 三 津 田 員 功

総 務 委 員 ○ 平 仲 由 美 子 砂 川 浩 子 柴 田 恭 子 須 保 和 江

三 浦 真 枝 棟 安 佳 子

救 護 委 員 田 中 裕 子

補 助 員 統括～　久家義正　　　　山口県立山口中央高等学校弓道部員　12名

競 　技 　役 　員

○印は　長

　特別国民体育大会中国ブロック大会

弓　　　　道　　　　競　　　 技

令和5年8月18日（金）～20日（日）

山口県弓道場(維新百年記念公園弓道場）　　　　　　　　

山口県弓道連盟　　　　　　　　　

競　技　会　役　員
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８月１８日（金） 　９：００～１６：００ 公開練習 近的 １６：００まで

遠的 １４：００まで

１５：００ （ ）

１６：００ （ ）

８月１９日（土） １０：００ 少年遠的競技 （ ）

１３：００ 少年近的競技 （ ）

１５：００ 少年の部表彰式 （ ）

１５：３０～１７：００ 成年練習 （ ）

８月２０日（日） １０：００ 成年遠的競技 （ ）

１３：００ 成年近的競技 （ ）

１５：００ 成年の部表彰式 （ ）

１． １．

２． ２．

３． ３．

４． ４．

５． ５．

〃

山口県維新公園弓道場

〃

山口県維新公園弓道場

式 次 第

閉 会 宣 言

大 会 日 程

〃

〃

審判会議 山口県維新公園弓道場

監督会議

山口県維新公園弓道場

〃

開 始 式

矢渡

矢　渡

表 彰 式

拝 礼

開 会 宣 言

開 会 宣 言

拝 礼

大 会 委 員 長 挨 拶

競 技 上 の 注 意

選 手 宣 誓

表 彰

大 会 委 員 長 挨 拶

成 績 発 表

開 始 式

久野陽一郎

教士六段

教士七段

教士六段

射 手

第１介添

第２介添

中 野 典 之

立 野 知 己
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立順は、島根県・鳥取県・広島県・山口県・岡山県の順で競技する。

１．

２射場設置：少年、成年ともに男子・女子の順で競技する。

１０：００～　６立

６立

（ ）

２．

２射場設置：少年、成年ともに男子・女子の順で競技する。

１３：００～　６立

６立

３．順位決定競射

４．競技終了

弓道競技本部・記録本部

山口県弓道場（山口市維新公園４丁目６）

記録責任者 山口県弓道連盟

三津田　員功

（携帯電話　０８０－１９３０－６５２９）

昼 食 休 憩

近的競技

第１回戦

第２回戦

同中競射

競 技 日 程

遠的競技

第１回戦

第２回戦

同中競射
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［少年男子］

立
順

県
名

監
督
名

立
順

選手氏名 生年月日 段位

1 青 木 泰 聖 2006/12/6 無 島根県立益田翔陽高等学校

2 山 田 遥 輝 2006/2/15 参段 島根県立松江工業高等学校

3 日 熊 思 月 2005/9/15 弐段 島根県立江津工業高等学校

1 小 谷 陸 2005/11/19 初段 鳥取県立米子工業高等学校

2 森 田 侑 吾 2006/5/29 無 鳥取県立倉吉西高等学校

3 室 山 翔 音 2005/11/10 無 鳥取県立倉吉西高等学校

1 惠 木 寛 太 2006/3/23 初段 広島県立広島工業高等学校

2 寺 川 陽 人 2006/1/5 初段 崇徳高等学校

3 木 上 夏 矢 2005/8/4 初段 広島県立広島工業高等学校

1 田 原 光 樹 2006/8/9 無
宇部フロンティア大学付属
　　　　　　　　　　　香川高校

2 廣 本 和 哉 2005/10/3 初段 山口県立徳山商工高等学校

3 松 原 悠 紀 2005/6/9 初段 山口県立南陽工業高等学校

1 中 磯 拓 人 2005/8/23 初段 興陽高校

2 野 中 壯 真 2006/6/2 無 興陽高校

3 和 田 弓 弦 2007/2/17 無 興陽高校

5

岡
　
　
山

吉
田
　
英
生

3

広
　
　
島

角
屋
　
俊
徳

4

山
　
　
口

佐
伯
　
佳
典

2

鳥
　
　
取

小
山
　
英
男

選　　手　　名　　簿

所　　　　　　属

1

島
　
　
根

岩
田
　
泰
典

－ 6－



［少年男子］

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１回 ２回 計 合計
順位
得点

1

3

1

3

1

3

1

3

1

3
点

位

点

位

位

点

位

位

点

位

点 点

位点

位

位点

位

位

点

位

点

近　的　競　技
得点
合計

位

点

総合
順位

位点

2

記　　　　　録

4

山
　
　
口

1

島
　
　
根

立
順

県
名

立
順

遠　的　競　技

5

岡
　
　
山

2

鳥
　
　
取

3

広
　
　
島

点

点

位

点

2

2

2

2
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［少年女子］

立
順

県
名

監
督
名

立
順

選手氏名 生年月日 段位

1 和 田 夢 叶 2006/7/15 初段 島根県立出雲商業高等学校

2 高 橋 里 奈 2005/10/1 参段 島根県立大田高等学校

3 大 野 詩 季 2005/7/4 弐段 島根県立大田高等学校

1 有 澤 侑 楽 2005/12/1 無 鳥取県立倉吉西高等学校

2 西 村 有 花 2005/7/9 無 鳥取県立倉吉西高等学校

3 酒 井 心 優 2006/6/4 無 鳥取県立倉吉西高等学校

1 大 和 千 夏 2005/8/18 初段 広島市立基町高等学校

2 金 本 怜 那 2006/1/24 初段 崇徳高等学校

3 川 元 遥 奈 2006/1/5 初段 呉市立呉高等学校

1 大内田 紗希 2006/5/31 弐段
宇部フロンティア大学付属
　　　　　　　　　　　香川高校

2 山 下 莉 華 2007/1/30 初段 山口県立徳山商工高等学校

3 髙 松 優 里 2005/12/21 初段 山口県立徳山商工高等学校

1 川 崎 美 桜 2006/3/18 初段 勝間田高校

2 山 本 愛 菜 2005/5/9 初段 勝間田高校

3 岡 本 亜 夕 2005/6/14 初段 勝間田高校

所　　　　　　属

選　　手　　名　　簿

4

山
　
　
口

河
野
　
　
弘

1

島
　
　
根

宇
佐
美
　
朝
士

5

岡
　
　
山

有
森
　
照
美

2

鳥
　
　
取

福
光
　
善
太

3

広
　
　
島

笠
岡
　
博
範
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［少年女子］

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１回 ２回 計 合計
順位
得点

1

3

1

3

1

3

1

3

1

3

2

5

岡
　
　
山

2

鳥
　
　
取

3

広
　
　
島

4

山
　
　
口

2

記　　　　　録

立
順

遠　的　競　技 近　的　競　技

点

1

島
　
　
根

立
順

県
名

得点
合計

位位

点

総合
順位

位点

点

位点

位

点

位

点

位

2

点 点

位 位

位

2

点 点

位 位

点

点 位

2

点

位 位

点
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［成年男子］

立
順

県
名

監
督
名

立
順

選手氏名 生年月日 段位

1 辻 進 1974/6/21
教士
六段

カナツ技建工業（株）

2 末 田 涼 2000/9/14 五段 （有）スエタ不動産

3 小 原 裕 幸 1984/1/24
教士
六段

島根県国民健康保険団体連合会

1 谷 野 智 康 2001/12/2 五段 大山町役場

2 竹 平 和 生 2001/5/12 参段 鳥取大学

3 大 石 幸 司 1976/6/18
錬士
五段

鳥取県庁

1 岡 本 雅 生 1957/12/29
錬士
五段

株式会社ＴＲＣワークシステム

2 桑 原 慎 平 1993/7/1 弐段 マツダ株式会社

3 中 山 久 1971/1/21
錬士
五段

株式会社エディオン

1 廣 實 佳 祐 1990/2/14
錬士
六段

東ソー株式会社

2 上 野 隆 夫 1963/2/8
教士
六段

山口県立宇部総合支援学校（教）

3 橋 本 和 志 1999/7/31 五段 東ソー株式会社

1 吉 田 章 朗 1975/4/19 五段 岡山県警察

2 德 山 陽 介 1983/11/23
錬士
五段

岡山県教職員組合

3 西 村 英 信 1967/6/10 五段 倉敷弓和会

5

岡
　
　
山

戸
取
　
勇

2

鳥
　
　
取

本
田
　
洋
平

3

広
　
　
島

林
　
泰
臣

所　　　　　　属

選　　手　　名　　簿

4

山
　
　
口

杉
山
　
雅
博

1

島
　
　
根

大
野
　
正
之
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［成年男子］

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１回 ２回 計 合計
順位
得点

1

3

1

3

1

3

1

3

1

3

2
位

点 位

位

点 点

位

位

2

位

位

点

2

点 点 点

点

位

点

点

位

2
位

位点 点

位

記　　　　　録

4

山
　
　
口

1

島
　
　
根

立
順

位

点

総合
順位

位点

得点
合計

位

点

県
名

立
順

遠　的　競　技 近　的　競　技

2

5

岡
　
　
山

2

鳥
　
　
取

3

広
　
　
島
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［成年女子］

立
順

県
名

監
督
名

立
順

選手氏名 生年月日 段位

1 村 田 美 佳 2002/1/29 四段 （株）いずも神立動物病院

2 嶋 田 祐 子 1987/8/31 四段 津和野町立津和野中学校（職）

3 山 根 紫 野 1994/11/24 参段 浜田市立周布小学校（教）

1 岩 本 恵 1973/5/26 参段 spacomfort Rurutia

2 大 谷 紗 世 1987/5/30 五段 有限会社ブー・コーポレーション

3 小 原 綾 佳 1994/12/10 五段 公益財団法人鳥取県スポーツ協会

1 鐘 尾 恵 美 子 1964/10/4
錬士
六段

福山市弓道連盟

2 角 谷 弘 美 1973/3/27
錬士
六段

広島県西部農林水産事務
所
呉農林事業所

3 折 出 裕 子 1976/12/2 弐段 立川医院

1 大 海 彩 夏 2003/11/6 弐段 山口大学

2 兼 石 幸 1975/5/31 五段 周南地区弓道連盟

3 濵 中 唯 衣 1991/8/13 五段 明光幼稚園（教）

1 西 中 麗 奈 1995/9/18 四段 津山工業高校（教）

2 難 波 千 秋 1987/10/30 四段 晴れの国岡山農業協同組合

3 宗 正 鮎 香 1989/7/4 五段 （株）みつおか農園

2

鳥
　
　
取

前
島
　
沙
織

選　　手　　名　　簿

所　　　　　　属

1

島
　
　
根

塩
毛
　
敦
氏

5

岡
　
　
山

赤
澤
　
和
子

3

広
　
　
島

中
路
　
詔
二

4

山
　
　
口

石
津
　
昌
則

⻆
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［成年女子］

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１回 ２回 計 合計
順位
得点

1

3

1

3

1

3

1

3

1

3

点 点 位

位

記　　　　　録

立
順

県
名

立
順

遠　的　競　技 近　的　競　技
得点
合計

総合
順位

1

島
　
　
根

位
2

点

点

2

鳥
　
　
取

位
2

点

位

点

点

位

位

点 位

3

広
　
　
島

位
2

点

点

4

山
　
　
口

位
2

点

位

点

点

位

位

点 位

5

岡
　
　
山

位
2

点
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得点 順位 順位点 的中 順位 順位点 得点合計 順位

島　根

鳥　取

広　島

山　口

岡　山

島　根

鳥　取

広　島

山　口

岡　山

島　根

鳥　取

広　島

山　口

岡　山

島　根

鳥　取

広　島

山　口

岡　山

少年男子 県 県

少年女子 県 県

成年男子 県 県 県

成年女子 県 県

少
年
男
子

少
年
女
子

成
年
男
子

成
年
女
子

特 別 回 国 民 体 育 大 会 出 場 県

成　　績　　一　　覧　　表

種
別

県　名
遠　的　競　技 近　的　競　技 総合成績

－ 14 －



１．審判規定は、公益財団法人全日本弓道連盟「弓道競技規則」による。

２．競技種目は、遠的競技及び近的競技とし、両種目とも同一選手によって行う。

３．競技方法

(1) 競技は、

: 遠的競技　少年男子・少年女子

近的競技　少年男子・少年女子

: 遠的競技　成年男子・成年女子

近的競技　成年男子・成年女子

の順でおこなう。

(2) 競技は、遠的競技、近的競技とも２射場で行う。

(3) 競技の立順は、島根県・鳥取県・広島県・山口県・岡山県の順で行う。

(4) 遠的競技は立射で行い、近的競技は坐射で行う。

(5)

１立の所要時間３０秒前に注意の合図を行う。   

(6) 本鈴(制限時間) 時に射残した矢は失権。本鈴と同時は発射無効とする。                  

(7) 替弓・替弦の処理方法

①

処理を行う。

② 替弦・替矢は、監督が選手の後に続いて持参する。

③ 替弓は、役員が搬入し、射場内の指定場所に置く。

④ 弦切、弓の破損による替弓の処理時間は、「制限時間内」とする。

⑤ 的の転がり修正及び射場・矢道・的場での不安全状況の発生により、審判が

停止指示を出した場合は、行射中の全チーム共「制限時間なし」とする。

(8) 的中（得点）の再確認について

監督及び監督兼任選手は、審判員の裁定に従い、射場での的中（得点）の再確認を

申し出ることはできない。

(9) 異議申立の方法

① 異議申立については、監督が行う。

② 全選手が射終わったとき、挙手をして進行委員に申立てる。

４．遠的種目（射距離60m、直径100cm得点的、得点制）

全種別とも各自４射ずつ２回（団体24射）を行い、種別ごと最高得点団体を最上位とし、

以下得点で順位を決める。ただし、得点が同じ場合は、次の順序によって決める。

(1) 得点になった総的中数の多い方を上位とする。

(2) 同的中数の場合は、高い得点から的中数を順次比較し、多い方を上位とする。

(3) 以上の条件が全く同じ場合は、各自１射（団体３射）の競射を行う。

(4) 同得点による競射を行い、同得点となった場合においても上記(1)、(2)により順位を

決める。

競 技 上 の 規 定 及 び 方 法

８月１９日

８月２０日

競技の所要時間は、遠的競技は６分３０秒以内、近的競技は７分３０秒以内とする。

弦切れ（替弦・替弓）及び弓の破損（替弓）の場合は、役員と監督が連携して
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５．近的種目（射距離28m、直径36cm霞的、的中制）

順位を決める。

６．射詰め競射の場合は、遠的、近的とも取矢をしてもしなくてもよい。

７．成績採点方式

(1) 各種目（遠的競技・近的競技）とも、　１位－５点、　２位－４点、　３位－３点、

４位－２点、　５位－１点を与える。　

(2)

更に順位が決定しない場合は、近的により各自１射（団体３射）の競射を行い、順位を

決める。

８．使用する弓具

両種目とも、日本弓具を使用すること。　

９．選手は矢を６本（替矢２本を含む）用意すること。同中（点）競射の１本目は、替矢から

使用する。

10．競技中の服装は、弓道衣（白筒袖・黒袴・白足袋）とする。少年は紺袴も認める。

11．申込書記載の立順は変更することができない。

12．選手変更および立射申請・取矢免除申請

(1) 選手変更

参加申込み後の選手変更は特別な事情がない限り認めない。選手変更する場合は、本大

会の審判会議までに診断書（写し可）を競技委員長に文書で提出する。但し、立順を変

更することはできない。

(2) 立射申請・取矢免除申請

本大会の審判会議までに、その理由を明記した文書を競技委員長へ提出すること。

その際、障害者手帳の写し又は診断書（写し可）を添付すること。

なお、審判会議以降に発生した場合も同様とする。

以下的中数で順位を決める。ただし、同中の場合は、各自１射（団体３射）の競射を行い、

得点合計が同点の場合は、遠的競技・近的競技のいずれか上位点にあるものを上位とし、

全種別とも、各自４射ずつ２回（団体24射）を行い、種別ごと最高的中団体を最上位とし、
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1. 実施要項総則５　並びに附則に定めるものによる。

（１） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、

公認弓道コーチ１、公認弓道コーチ２、公認弓道コーチ３のいずれかの資格を

有していること。

１． 各種別・及び各種目及び総合の第１位から３位までに賞状を授与する。

１． 遠的競技

（1） 進行の早い方の立ちの「落」の3本目の離れで入場する。

（２） 椅子に着席して待つ。

（３） 「起立」の合図により立ち、本座に進む。

（４） 「始め」の合図により「揖」をして、射位に進む。

２． 近的競技

（1） 進行の早い方の立ちの「落」の3本目の離れで入場する。

（２） 本座にて跪坐で待つ。

（３） 「始め」の合図により「揖」をして立ち、射位に進む。

３． 取り矢を実施すること。但し、射詰め競射の場合は、取矢をしなくてもよい。

４． 県名を示すゼッケンを着用のこと。ゼッケンは、右腰前の見やすい位置に付けること。

参加資格、所属県及び選手の年齢基準

表　　　　彰

進行についての注意点
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